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常設展

商
品
部
門
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

特集
　
こ
の
4
月
で
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
モ
ン
に
博
物
館
が
開
館
し
20
年
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
2
年
後
に
は
前
回
の
展
示
替
え
か
ら
10
年
経
つ
こ
と
か
ら
、
３
ヶ
年
度
を
か
け
て
２
度
目
の

常
設
展
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
初
年
度
に
刷
新
さ
れ
た
商
品
部
門
の
展
示
を
紹
介
し
ま
す
。
新
し
い
展
示
で
は
、
伝
統
的
工
芸
品
が
主

要
な
収
集
・
展
示
資
料
と
な
る
ま
で
の
経
緯
を
紹
介
し
、
そ
の
時
々
の
社
会
・
経
済
・
文
化
の
動
向
に
裏
付
け
ら
れ
た
工
芸
品
収
集
の
意
義
を
読
み
解
い
て
ゆ
き
ま
す
。

日
本
の
伝
統
工
芸

　
最
初
に
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョン
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
の
中
で
生
み
出
さ
れ

て
き
た
工
芸
の
美
を
そ
の
ま
ま
映
し
た
製
品
と
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
適
応
し
つ

つ
現
代
的
な
商
品
と
し
て
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
品
々
を
対
比
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

伝
統
工
芸
は
産
業
と
言
う
に
は
あ
ま
り
に
小
規
模
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

高
品
質
な
モ
ノ
づ
く
り
、
文
化
的
成
熟
を
表
象
す
る
ア
イ
コ
ン
と
し
て
地
域
の
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
構
築
に
活
用
す
る
動
向
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
高
齢
者
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
す
る
懐
古
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
、
ス
タ
イ
リ
ッ
シュで
高
品
質
な
イ

メ
ー
ジ
を
前
面
に
若
年
層
へ
訴
求
す
る
と
い
う
、
伝
統
的
工
芸
品
産
業
に
お
け
る

戦
略
転
換
の
状
況
を
提
示
し
て
い
ま
す
。

ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
か
ら
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
へ

　
商
品
部
門
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
る
と
、
商
学
部
教
員
に

よ
る
研
究
グ
ル
ー
プ
の
資
料
室
設
置
（
1
9
5
1
年
）

に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
当
初
は
戦
後
復
興
期
に
お
け
る

化
学
繊
維
や
合
成
樹
脂
な
ど
新
素
材
への
注
目
、
再
開

さ
れ
た
対
外
貿
易
に
係
わ
る
資
料
収
集
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
1
9
5
7
年
に
常
設
の
展
示
施
設
と
し
て
商

品
陳
列
館
を
開
館
、
高
度
経
済
成
長
期
の
始
ま
っ
た
こ

の
頃
、
地
方
の
手
工
業
製
品
を
活
発
に
収
集
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
大
学
紛
争
の
混
乱
に
よ
る
閉
鎖
の
後
、
商

品
陳
列
館
の
運
営
は
1
9
7
3
年
に
再
開
。

そ
の
際
、
伝
統
的
手
工
業
製
品
（
伝
統
的
工

芸
品
）
を
収
集
・
展
示
す
る
方
針
が
採
用
さ

れ
ま
す
。
ポ
ス
ト
高
度
経
済
成
長
の
混
迷
期

に
お
い
て
、
商
学
部
教
員
は
な
ぜ
伝
統
工
芸
に

着
目
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

1
9
7
4
年
に
は

当
時
の
通
商
産
業
省
が
「
伝
統
的
工
芸
品
産

業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
」
を
制
定
す
る
な

ど
、
国
全
体
と
し
て
伝
統
工
芸
が
再
評
価
さ

れ
る
動
向
が
あ
り
ま
し
た
。

時
代
の
転
換
期

伝
統
工
芸
再
評
価
の
視
点

　
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
モ
ン
新
博
物
館
が
2
0
0
4
年
に
開
館
し
、

教
育
研
究
体
制
も
一
新
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
で
は
高
い
品
質
に

よ
っ
て
世
界
的
な
評
価
を
受
け
た
り
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
「
⑫
つ
く
る

責
任
　
つ
か
う
責
任
」「
⑮
陸
の
豊
か
さ
も
守
ろ
う
」
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、
地
球
環
境
への
負
荷
を
低
減
し
持
続
可
能
な

消
費
形
態
を
実
現
す
る
上
で
、
多
品
種
少
量
・
高
付
加
価
値

と
い
う
商
品
開
発
を
宿
命
付
け
ら
れ
て
い
た
伝
統
工
芸
に
対
す

る
再
評
価
の
機
運
が
高
ま
り
を
見
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

“

現
代”

を
映
す
伝
統
工
芸

伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
研
究

商
品
研
究
所
資
料
室
の
設
立

戦
後
の
経
済
復
興

奥）加賀友禅 花嫁のれん
前）箱根寄木細工 手許たんす

商品陳列館のあった２号館は建物の向かって右翼部分
写真提供：大学史資料センター

ビニロン製学童服

津軽塗 菓子鉢

フェノール樹脂製汁椀

国指定伝統的工芸品の
第１次指定品
南部鉄器

商品陳列館再興の象徴
尾張七宝《葵》硯箱

山中漆器の
木目を生かした
椀と日用椀

出西窯モーニングカップ

世界的な評価を受ける
熊野化粧筆

　
地
方
物
産
品
収
集
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た

1
9
6
0
年
代
、
天
然
素
材
を
用
い
た
手
工

業
製
品
は
、
工
程
の
機
械
化
や
化
学
合
成
技

術
の
導
入
に
よ
る
代
替
素
材
・
代
替
品
の
登

場
に
よ
り
、
日
常
用
品
か
ら
は
姿
を
消
し
て

ゆ
き
ま
す
。
一
方
、
製
法
上
の
制
約
か
ら
工

程
の
転
換
が
進
ま
な
か
っ
た
工
芸
品
に
つ
い
て

も
、
国
民
経
済
の
向
上
を
背
景
に
美
術
的
付

加
価
値
を
と
も
な
う
高
級
商
品
と
し
て
受
容

さ
れ
て
ゆ
く
動
向
が
あ
り
ま
し
た
。

手
工
業
製
品
の
衰
退
と
存
続

高
度
経
済
成
長
期
の
光
と
影 ３

４
１

２

国産初の化学繊維ビニロンの
撚糸と綿
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広島大学総合博物館との
大学博物館間交流を行いました

公開特別講義 伝統的工芸品の経営とマーケティング　Vol.15
信楽焼発「世界観」の創造を目指した商品開発

公開特別講義を開催しました

　
商
品
部
門
が
商
学
部
の
先
生
方
と
共
同
で
実
施
し
て

い
る
信
楽
焼
（
滋
賀
県
）
調
査
の
成
果
報
告
会
が
、
去

る
12
月
20
日
、
４
年
ぶ
り
に
実
現
し
、
学
生
・
一
般
合

わ
せ
て
1
6
6
名
の
参
加
を
得
ま
し
た
。
滋
賀
県
工
業

技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
信
楽
窯
業
技
術
試
験
場
の
高
畑
宏

亮
氏（
陶
磁
器
デ
ザ
イ
ン
係
主
任
専
門
員
）を
お
招
き
し
、

産
地
が
抱
え
る
課
題
と
そ
の
対
応
策
に
つ
い
て
先
生
方

を
交
え
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
卸
売

商
社
を
経
由
す
る
従
来
型
の
流
通
機
構
が
弱
体
化
し
、

長
ら
く
卸
売
商
社
に
商
品
開
発
を
委
ね
て
き
た
窯
元
は
、

独
自
の
商
品
開
発
力
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
窯
元
の

当
主
ら
は
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
と
世
界
観
を
確
立
し
て
ア

ピ
ー
ル
す
る
狙
い
か
ら
T
E
I
B
A
N
商
品
開
発
研
究

会
を
組
織
、
県
内
や
東
京
へ
の
出
張
展
示
会
を
通
し
て

開
発
力
を
磨
い
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
３
年
12
月
、
広
島
大
学
総
合
博
物
館
か
ら
、
中
坪
孝
之

館
長
（
統
合
生
命
科
学
研
究
科
教
授
）
他
２
名
が
来
館
し
ま
し
た
。

千
葉
修
身
館
長
（
商
学
部
教
授
）
ら
が
出
迎
え
、
一
行
を
展
示
施
設

や
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
に
案
内
、
そ
の
後
、
大
学
博
物
館
に
よ
る
学
生
へ

の
教
育
活
動
や
博
物
館
運
営
へ
の
学
生
の
参
画
な
ど
に
つ
い
て
活
発

な
議
論
を
交
わ
し
ま
し

た
。
明
治
大
学
博
物
館

と
広
島
大
学
総
合
博
物

館
で
は
、
大
学
博
物
館

間
及
び
学
生
ス
タ
ッ
フ

間
で
の
交
流
を
更
に
推

進
し
、
社
会
に
求
め
ら

れ
る
大
学
博
物
館
の
方

向
性
を
検
討
・
実
現
し

て
い
き
ま
す
。

『明治大学デジタルアーカイブ』を公開しました

2023年度
明治大学博物館・南山大学人類学博物館交流事業

交換展示でギャラリートークを開催しました

　
両
館
の
協
定
事
業
の
一
環
と
し
て
、
10
月
17
日
か
ら

11
月
25
日
に
、
明
治
大
学
博
物
館
の
資
料
を
出
展
し
た

「
花
押
・
印
章
―
内
藤
家
文
書
を
中
心
に
―
」
展
（
南

山
大
学
人
類
学
博
物
館
会
場
）
と
、
南
山
大
学
人
類
学

博
物
館
の
資
料
を
展
示
し
た
「
オ
セ
ア
ニ
ア
の
民
族
造

形
―
故
今
泉
隆
平
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
―
」
展

（
明
治
大
学
博
物
館
会
場
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

合
わ
せ
、
11
月
15
日
に
明
治
大
学
博
物
館
の
日
比
佳
代

子
学
芸
員
が
、
11
月
24
日
に
南
山
大
学
黒
澤
浩
教
授
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
展
示
会
場
に
お
も
む
き
、
学
生
・
一
般
社
会

人
に
む
け
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
展
示

制
作
担
当
者
の
詳
し
い
解
説
に
、
身
を
乗
り
出
し
て
聞

き
入
る
参
加
者
の
姿
も
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
質
問
も
出

て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
２
０
２
３
年
10
月
、
教
育
研
究
の
発
展
及
び
社
会
貢
献
活
動
の

充
実
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、『
明
治
大
学
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
』
を
公
開
し
ま
し
た
。
同
サ
イ
ト
で
は
、
博
物
館
、
図
書
館

及
び
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る
資
料
の
う
ち
、
合
計

2
5
0
0
件（
画
像
数
:約
6
万
8
0
0
0
点
）を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
公
開
し
て
い
る

資
料
画
像
は
、
一
部

を
除
き
、
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
や
二
次
利

用
が
可
能
で
す
。

各
機
関
の
利
用
条

件
や
ラ
イ
セ
ン
ス
表

示
を
確
認
の
上
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

デジタル
アーカイブは
こちらから

両館のキャラクターを手にする
千葉館長（左）と中坪館長（右）

両館の教員・職員・
学生スタッフでの集合写真

明
治
大
学
博
物
館
会
場

南
山
大
学
人
類
学
博
物
館
会
場



6．室内照明を落としたワークショップ時の虎塚古墳石室模型。
　 玄門部はワークショップ用に別途パネルで制作した

4．名刺や定期券（右）、復員時の携行品目録（中）、卒業論文
　 の草稿（左）（大塚家蔵）

5. 一般向け講座の当日資料や著書の数々。考古学の普及に
　 尽力した

2．会場全体の様子。中心に虎塚古墳石室模型を設置した

3．展示の様子。当館が所蔵する大塚氏が関わった発掘調査
　 資料や大塚氏による調査図面を展示した

1．最終講義での大塚氏（1997年）。本展会場で
は最終講義の録画ダイジェスト版を上映し、
オンラインでフルバージョンを公開した

　
明
治
大
学
考
古
学
博
物
館
の
初

代
館
長
を
務
め
た
故
大
塚
初
重
名

誉
教
授
は
、
太
平
洋
戦
争
か
ら
復

員
し
た
後
、
発
掘
に
よ
っ
て
歴
史
を

明
ら
か
に
す
る
考
古
学
の
存
在
を
知
っ
て
衝
撃
を
受
け
、
静
岡
県

登
呂
遺
跡
の
発
掘
調
査
へ
の
参
加
を
皮
切
り
に
、
1
9
5
0
年

に
創
設
さ
れ
た
考
古
学
専
攻
と
歩
み
を
共
に
す
る
形
で
日
本
各

地
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
と
そ
の
研
究
に
携
わ
っ
た
。
特
に
東
日

本
の
古
墳
文
化
を
研
究
の
中
心
に
据
え
て
そ
の
実
像
の
解
明
に

邁
進
す
る
な
ど
、
ま
さ
に
戦
後
の
考
古
学
界
を
牽
引
し
た
一
人

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

あ
た
い

（
会
期
:２
０
２
3
年
5
月
27
日
〜
8
月
7
日
・
終
了
）

忽
那
　敬
三
（
考
古
部
門
学
芸
員
）

東
国
の
古
墳
文
化
の
実
像
を
求
め
て

ー
大
塚
初
重
と
明
大
考
古
学
ー

　
明
治
大
学
で
は
多
く
の
学
生
を
教
育
し
、
卒
業
生
は
考
古

学
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
。
そ
の
一

方
で
、
当
館
の
前
身
で
あ
る
明
治
大
学
考
古
学
博
物
館
館
長

時
代
に
は
他
に
先
駆
け
て
生
涯
学
習
講
座
の
開
設
に
取
り
組

み
、「
考
古
学
の
語
り
部
」
と
し
て
そ
の
普
及
に
尽
力
し
た
の

で
あ
る
。
本
展
で
は
、
大
塚
氏
が
手
が
け
た
発
掘
調
査
に
よ

る
数
々
の
出
土
品
・
調
査
記
録
や
そ
の
関
連
資
料
か
ら
、
大

塚
氏
と
明
治
大
学
の
古
墳
研
究
、
そ
し
て
考
古
学
の
普
及
へ

の
情
熱
と
足
跡
を
振
り
返
っ
た
。

考
古
学
と
の
出
会
い
と
古
墳
文
化
の
探
求

　
１
９
２
６（
大
正
15
）年
に
東
京
で
生
ま
れ
た
大
塚
氏
は
、海

軍
時
代
に
経
験
し
た
生
死
の
境
を
さ
ま
よ
う
壮
絶
な
体
験
か
ら
、当

時
の
歴
史
教
育
に
疑
問
を
抱
く
こ
と
に
な
っ
た
。そ
の
際
に
感
じ

た
真
実
の
歴
史
を
学
び
教
え
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
、大
塚
氏

を
考
古
学
研
究
へ
突
き
動
か
し
た
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
。

　
終
戦
・
復
員
の
の
ち
入
学
し
た
明
治
大
学
で
、
後
藤
守
一
氏

の
講
義
に
感
銘
を
受
け
て
考
古
学
を
一
生
の
道
と
定
め
た
の
で

あ
る
。「
日
本
考
古
学
界
の
巨
人
」
と
も
称
さ
れ
た
杉
原
荘
介

氏
に
も
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
登
呂
遺
跡
を
は
じ
め
群
馬
県
岩

宿
遺
跡
や
神
奈
川
県
夏
島
貝
塚
（
ど
ち
ら
も
出
土
品
は
国
指

定
重
要
文
化
財
）
な
ど
、
明
治
大
学
の
考
古
学
専
攻
黎
明
期

に
お
け
る
日
本
考
古
学
史
上
に
残
る
著
名
な
遺
跡
の
発
掘
の

数
々
に
参
加
し
た
の
で
あ
る
。

　
古
墳
時
代
を
自
ら
の
研
究
の
中
心
に
据
え
た
の
は
１
９
４
７

年
の
千
葉
県
能
満
寺
古
墳
の
調
査
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
馬
形
飾
付
金
銅
製
冠
が
出
土
し
た
茨
城
県
三
昧
塚
古
墳
、

東
日
本
で
初
め
て
埴
輪
製
作
拠
点
を
発
見
し
た
茨
城
県
馬
渡

埴
輪
製
作
遺
跡
、
特
殊
な
埋
葬
施
設
と
多
彩
な
大
型
埴
輪
群

が
出
土
し
た
茨
城
県
玉
里
舟
塚
古
墳
、
約
５
０
０
基
か
ら
な
る

東
日
本
最
大
級
の
群
集
墳
で
あ
る
長
野
県
大
室
古
墳
群
な
ど

重
要
な
古
墳
の
発
掘
に
取
り
組
ん
だ
。
生
涯
で
調
査
し
た
遺
跡

は
47
年
間
で
26
都
府
県
の
97
か
所
に
の
ぼ
り
、
古
墳
だ
け
で
も

51
か
所
と
い
う
驚
異
的
な
発
掘
調
査
を
も
と
に
研
究
を
推
進
し

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
資
料
は
、
現
在
で
も
明
治
大
学

博
物
館
の
主
要
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
角
を
占
め
て
い
る
。

　
こ
の
膨
大
な
調
査
と
資
料
を
基
礎
と
し
て
、
古
墳
の
石
棺
の

研
究
（
卒
業
論
文
「
箱
形
石
棺
の
研
究
」
１
９
５
１
年
、
修

士
論
文
「
舟
形
石
棺
の
研
究
」
１
９
５
４
年
）
を
進
め
た
ほ
か
、

茨
城
県
丸
山
古
墳
・
勅
使
塚
古
墳
な
ど
の
調
査
に
基
づ
い
て
全

国
の
前
方
後
方
墳
の
研
究
を
行
い
、
こ
う
し
た
古
墳
が
各
地
の

古
墳
群
の
初
期
に
築
造
さ
れ
る
盟
主
的
な
性
格
を
も
つ
と
い

う
特
性
を
明
ら
か
に
し
た
（
博
士
論
文
「
前
方
後
方
墳
の

研
究
」
１
９
６
３
年
）。

　
こ
う
し
た
な
か
で
転
機
と
な
っ
た
の
が
茨
城
県
虎
塚
古
墳
の

調
査
（
１
９
７
３
年
）
で
あ
る
。
未
盗
掘
の
横
穴
式
石
室
か
ら

色
鮮
や
か
な
彩
色
壁
画
が
発
見
さ
れ
、大
き
な
話
題
と
な
っ
た
。

前
年
に
発
見
さ
れ
た
奈
良
県
高
松
塚
古
墳
の
壁
画
が
非
公
開

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
虎
塚
古
墳
で
は
遺
跡
の
重
要
性
を
周
知

し
、
文
化
財
産
保
護
へ
の
理
解
を
得
る
た
め
積
極
的
に
市
民
に

公
開
す
る
姿
勢
を
貫
い
た
の
で
あ
る
。
発
見
か
ら
わ
ず
か
一
週

間
後
に
開
催
さ
れ
た
見
学
会
に
は
1
2
0
0
0
名
が
訪
れ
、
さ

ら
に
保
存
兼
見
学
施
設
が
建
設
さ
れ
発
見
か
ら
50
年
を
経
た

今
も
毎
年
春
と
秋
に
定
期
公
開
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
1
9
8
0
年
代
か
ら
は
生
涯
学
習
教
育
に
重
点
を
置
き
、

１
９
８
３
年
に
明
治
大
学
考
古
学
博
物
館
長
と
な
っ
て
か
ら
は

一
般
向
け
講
座
・
遺
跡
見
学
会
・
概
説
書
の
刊
行
な
ど
、
考
古

学
の
普
及
に
一
層
注
力
し
て
い
っ
た
。
１
９
９
７
年
の
明
治
大

学
退
職
後
も
そ
の
活
動
は
ま
す
ま
す
広
が
り
を
見
せ
、
明
治
大

学
の
生
涯
学
習
講
座
だ
け
で
も
２
６
３
回
、
遺
跡
見
学
会
は
90

回
を
超
え
、
こ
の
時
期
の
「
考
古
学
ブ
ー
ム
」
の
担
い
手
の
一

人
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
な
ぜ
考
古
学
を
学
ぶ
の
か
、
そ
し
て
考
古
学
で
何
を
明
ら
か
に

す
る
の
か
。
大
塚
氏
と
明
大
考
古
学
の
歩
み
は
、
そ
の
原
点
を

考
え
る
機
会
を
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

虎
塚
古
墳
石
室
模
型
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
会
場
中
央
に
展
示
し
た
の
は
、
大
塚
氏
の
転
機
と
も
な
っ
た

虎
塚
古
墳
壁
画
の
実
物
大
模
型
（
長
さ
３・３
ｍ
、幅
２・５
ｍ
）

で
あ
る
。
展
開
し
て
配
置
す
る
こ
と
で
、
現
地
の
壁
画
や
レ
プ

リ
カ
（
ひ
た
ち
な
か
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
展
示
さ
れ
て

い
る
）
で
は
、
数
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
隔
て
ざ
る
を
得
な
い
奥

壁
や
手
前
部
分
の
文
様
も
間
近
で
観
察
が
可
能
な
形
と
し
た
。

ま
た
、
模
型
の
一
部
を
分
割
・
可
動
式
と
し
、
箱
型
の
石
室
状

に
組
み
換
え
、
天
井
石
を
プ
リ
ン
ト
し
た
幕
を
上
部
に
架
け
て

実
際
の
石
室
を
擬
似
体
験
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

た
。
展
示
見
学
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
閉
館
後
に
実
施
し
、

室
内
の
照
明
を
落
と
し
て
実
際
の
石
室
に
近
い
雰
囲
気
を
再
現

し
た
。
模
型
内
は
狭
い
た
め
１
名
ず
つ
交
代
で
入
る
よ
う
に
し

た
が
、
中
に
は
寝
転
が
っ
て
被
葬
者
の
気
分
を
味
わ
う
参
加
者

も
お
り
、
一
般
の
見
学
者
は
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
虎
塚
古
墳

の
石
室
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
概
ね
好
評
で
あ
っ
た
。

当
初
は
４
回（
う
ち
１
回
は
小
学
生
対
象
）の
実
施
予
定
で
あ
っ

た
が
、
予
約
が
す
ぐ
に
定
員
に
達
し
た
た
め
、
２
回
追
加
開
催

し
、
計
69
名
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
４

回
実
施
）
は
延
べ
93
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
本
展
は
61
日
間
の
会
期
中
、
当
館
単
独
主
催
の
展
覧
会
と

し
て
は
過
去
最
多
の
８
５
２
５
名
の
入
場
者
を
得
た
。
会
期
中

に
大
塚
初
重
氏
を
偲
ぶ
会
な
ど
大
型
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

た
影
響
も
あ
る
が
、
大
塚
氏
と
本
学
考
古
学
専
攻
の
調
査
研

究
の
歩
み
と
業
績
を
多
く
の
人
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

お
お 

つ
か 

は
つ 

し
げ

と  

ろ

お
お 

む
ろ

た
ま  

り  

ふ
な 

づ
か

ま 

わ
た
り

さ
ん 

ま
い 

づ
か



象
埴
輪
片
が
見
ら
れ
る
も
の
の
大
多
数
が
円
筒
埴
輪
片
で
あ
り
、一

部
須
恵
質
の
も
の
が
混
在
す
る
。黒
斑
を
も
つ
個
体
が
み
ら
れ
な
い

こ
と
か
ら
、窖
窯
導
入
後
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。人
物
・
動
物
埴
輪

と
明
確
に
判
断
で
き
る
埴
輪
片
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、こ
れ
ら
を

持
つ
近
隣
の
行
方
市
三
昧
塚
古
墳
、小
美
玉
市
玉
里
権
現
山
古

墳
、か
す
み
が
う
ら
市
富
士
見
塚
１
号
墳
よ
り
も
先
行
す
る
と
み

ら
れ
る
が
、富
士
見
塚
１
号
墳
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
櫛
状
工
具
で

波
状
文
を
描
く
円
筒
埴
輪
片
が
数
点
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、工
人

間
の
交
流
が
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
府
中
愛
宕
山
古
墳
の
埴
輪
の
文

様
は
こ
の
波
状
文
の
み
で
あ
っ
た
が
、こ
の
調
査
時
の
府
中
愛
宕
山

1 

府
中
愛
宕
山
古
墳
出
土
の

　 

線
刻
絵
画
を
も
つ
埴
輪

　
霞
ヶ
浦
へ
と
流
れ
る
恋
瀬
川
の
北
東
に
位
置
す
る
、茨
城
県
石

岡
市
北
根
本
に
築
か
れ
た
府
中
愛
宕
山
古
墳
は
、全
長
96
m
の
前

方
後
円
墳
で
あ
る（
１
）。こ
の
古
墳
は
東
日
本
で
第
２
位
の
大
き

さ
と
な
る
全
長
１
８
７
ｍ
の
舟
塚
山
古
墳
の
北
３
０
０
ｍ
に
あ
り
、

他
の
13
基
と
と
も
に
舟
塚
山
古
墳
群
舟
塚
山
支
群
を
形
成
す
る
。

支
群
中
の
古
墳
の
多
く
が
25
ｍ
以
下
の
小
規
模
墳
で
占
め
ら
れ
る

な
か
で
、消
滅
し
た
平
足
塚
古
墳（
前
方
後
円
墳
。90
ｍ
級
か
）と
と

も
に
舟
塚
山
古
墳
に
次
ぐ
規
模
で
あ
る
。古
墳
を
霞
ヶ
浦
に
出
入

り
す
る
舟
に
見
立
て
、舟
塚
山
古
墳
は
入
舟
と
呼
ば
れ
る
の
に
対

し
、本
墳
は
出
舟
と
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、古
く
か
ら
両
古
墳

は
相
対
す
る
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。１
８
９

７（
明
治
30
）年
、東
京
帝
国
大
学
教
授
の
坪
井
正
五
郎
に
よ
り
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
た
が
、「
壷
７
個
」が
出
土
し
た
の
み
で
埋
葬
施

設
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。墳
丘
周
辺
の
開
発
が
進
ん
だ
こ

と
か
ら
１
９
７
１
年
に
県
史
跡
に
指
定
さ
れ
、墳
丘
本
体
の
大
部

分
が
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。そ
の
後
、１
９
７
９
年
に
舟
塚
山

古
墳
群
の
整
備
を
視
野
に
入
れ
た
発
掘
調
査
が
石
岡
市
教
育
委
員

会
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
、埴
輪
片
が
多
数
出
土
し
た（
諸
星
ほ
か
編

１
９
８
０
）。古
墳
の
形
状
な
ど
か
ら
築
造
は
５
世
紀
の
後
葉
〜
末

頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る（
谷
仲
２
０
２
０
ほ
か
）。

　
こ
の
調
査
時
に
出
土
し
た
埴
輪
は
、一
部
器
財
埴
輪
ら
し
き
形

古
墳
出
土
埴
輪
の
中
に
動
物
ら
し
き
線
刻
を
も
つ
資
料
１
点
が
確

認
さ
れ
た（
２
）。縦
４
㎝
、横
４
・４
㎝
の
小
片
で
、器
壁
が
薄
い
こ

と
、ま
た
表
面
に
は
ハ
ケ
メ
が
な
く
器
壁
が
若
干
丸
み
を
帯
び
る
こ

と
か
ら
朝
顔
形
埴
輪
の
肩
部
な
ど
で
あ
可
能
性
も
あ
る
。線
の
断

面
は
半
円
形
で
あ
り
、ヘ
ラ
で
は
な
く
棒
状
の
工
具
を
用
い
て
最
大

幅
２
㎜
の
太
め
の
線
で
描
か
れ
る
。破
片
の
右
下
方
か
ら
左
上
に
か

け
て
平
行
線
で
主
要
部
を
描
き
、一
度
水
平
方
向
に
屈
曲
し
た
の
ち

緩
や
か
に
斜
め
下
方
へ
伸
ば
し
て
い
る
。主
要
部
が
首
、屈
曲
部
が

頭
と
す
る
と
屈
曲
部
の
上
側
の
線
か
ら
出
て
い
る
２
本
の
線
は
角

の
よ
う
に
も
見
え
る
。斜
め
下
方
に
伸
ば
し
た
部
分
は
上
か
ら
重

な
っ
た
別
工
具
の
不
規
則
な
線
で
乱
れ
て
お
り
、意
図
的
な
描
線

忽
那 

敬
三 

（
考
古
部
門
学
芸
員
）

線
刻
絵
画
を
も
つ
埴
輪

―
茨
城
県
府
中
愛
宕
山
古
墳
の
資
料
か
ら
―

が
見
え
て
い
な
い
可
能
性
も
あ
る
。破
片
の
右
端
は
欠
損
が
多
く

判
然
と
し
な
い
が
、主
要
部
の
下
の
線
か
ら
斜
め
下
方
へ
２
本
の
沈

線
が
出
て
お
り
、左
側
の
線
が
首
と
頭
と
す
れ
ば
、右
端
は
前
脚
と

胴
の
接
続
部
に
あ
た
る（
３
―
①
）。

　
残
存
状
況
が
良
好
で
な
い
た
め
明
確
で
は
な
い
が
、線
の
様
相
か

ら
図
形
文
様
と
は
考
え
に
く
く
、絵
画
で
あ
る
と
み
て
よ
い
の
で
は

な
い
か
。動
物
線
刻
を
持
つ
埴
輪
を
集
成
し
た
小
泉
玲
子
氏
に
よ

れ
ば
、40
遺
跡
中
34
遺
跡
は
鹿（
狩
り
の
シ
ー
ン
を
含
む
）で
あ
る

と
い
う（
小
泉
２
０
１
３
）。鳥
の
場
合
は
２
本
足
、馬
の
場
合
は
馬

の
背
に
乗
る
人
物
の
表
現
で
そ
れ
と
推
定
で
き
る
が
、本
例
の
場

合
は
前
脚
・
長
い
首
・
頭
部
の
角
状
の
表
現
か
ら
鹿
で
あ
る
蓋
然
性

が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。で
は
、こ
の
よ
う
な
埴
輪
の
線
刻
絵
画
の

存
在
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

2  

埴
輪
の
動
物
絵
画

　
埴
輪
の
線
刻
絵
画
に
つ
い
て
は
春
成
秀
爾
氏
の
論
考
が
あ
り
、

近
畿
を
中
心
と
し
た
西
日
本
に
集
中
的
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る（
春
成
１
９
９
９
）。小
泉
氏
の
動
物
線
刻
の
集

成
で
も
、や
は
り
近
畿
、特
に
京
都
府
・
大
阪
府
に
半
数
が
集
中
し

５
世
紀
代
に
多
く
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が
鹿
で
あ
る
点
を
指
摘
し
て
い

る（
小
泉
前
掲
）。こ
れ
は
、馬
形
が
多
数
を
占
め
る
動
物
埴
輪
と

は
明
ら
か
に
異
な
る
傾
向
で
あ
る
。関
東
地
方
の
動
物
線
刻
例
は

栃
木
県
・
群
馬
県
・
埼
玉
県
の
計
３
遺
跡
６
例（
伝
資
料
１
を
含

む
）の
み
で
あ
り
、少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。近
年
、埼
玉
県
埼
玉
二

子
山
古
墳
で
鹿
と
長
胴
の
動
物
ら
し
き
絵
画
が
描
か
れ
た
円
筒
埴

輪
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が（
ナ
ワ
ビ
編
２
０
２
３
）、依
然
と
し
て
関

東
地
方
で
は
極
め
て
稀
な
存
在
で
あ
る
状
況
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

つ
ま
り
、本
例
は
茨
城
県
内
の
み
な
ら
ず
関
東
地
方
に
お
い
て
も
数

少
な
い
動
物
絵
画
の
可
能
性
が
あ
る
資
料
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、関
連
す
る
資
料
を
取
り
上
げ
た
い
。先
述
し
た
富
士
見

塚
１
号
墳
は
府
中
愛
宕
山
古
墳
の
南
東
10
㎞
に
位
置
す
る
が
、こ

ち
ら
の
円
筒
埴
輪
で
も
線
刻
絵
画
が
確
認
さ
れ
て
い
る（
国
士
舘

注
１
　
富
士
見
塚
１
号
墳
の
綾
杉
文
は
有
軸
で
あ
る
の
に
対
し
、二
子
山

　
　
　
古
墳
例
は
無
軸
で
あ
る
点
で
違
い
が
あ
る
。

大
学
編
２
０
０
６
、３
―
②
）。円
筒
埴
輪
０
２
６
の
最
上
段
外
側
に

ヘ
ラ
で
描
か
れ
た
線
刻
は
、下
向
き
の
複
線
、弧
線
で
構
成
さ
れ
る
。

2
本
と
も
右
端
を
下
向
き
に
屈
曲
さ
せ
る
一
方
、左
端
は
上
側
の
弧

線
の
み
下
方
に
曲
げ
、端
よ
り
や
や
内
側
に
下
方
へ
向
く
線
を
別
個

に
２
本
描
く
。一
見
、動
物
と
は
認
識
し
難
い
が
、複
線
の
弧
線
で
胴

体
を
、屈
曲
で
頭
部
を
表
現
し
明
瞭
に
角
を
も
つ
京
都
府
大
極
殿

古
墳
の
鹿
の
例
と
類
似
す
る（
山
中
編
１
９
８
６
、３
―
③
）。単
線

で
構
成
さ
れ
る
も
の
の
、同
様
の
表
現
は
大
阪
府
長
原
15
号
墳
に
も

み
ら
れ
る
。同
じ
く
複
線
の
弧
線
で
描
か
れ
る
画
題
に
船
が
あ
る

が
、船
の
場
合
は
大
阪
府
新
池
遺
跡
例
の
よ
う
に
弧
線
の
内
側
に

帆
柱
を
表
す
縦
線
を
描
い
て
い
る
。か
な
り
図
案
が
崩
れ
て
い
る
も

の
の
、富
士
見
塚
１
号
墳
例
も
鹿
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

３  

埴
輪
の
絵
画
が
示
唆
す
る
も
の

　
時
期
が
近
い
富
士
見
塚
１
号
墳
に
も
線
刻
絵
画
が
存
在
す
る
の

で
あ
れ
ば
、府
中
愛
宕
山
古
墳
例
は
偶
発
的
な
例
と
片
づ
け
る
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。埴
輪
に
鹿
を
描
く
意
味
に
つ
い
て
は
紙
幅
が

限
ら
れ
て
い
る
た
め
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
が
、で
は
こ
う
し
た
絵
画

の
存
在
は
何
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。富
士
見
塚
１
号
墳
の

円
筒
埴
輪
に
は
、斜
格
子
文
や
綾
杉
文
を
胴
部
に
施
す
も
の
が
複

数
見
ら
れ
る
。類
似
の
文
様
を
も
つ
円
筒
埴
輪
は
埼
玉
二
子
山
古

墳
に
も
存
在
す
る
こ
と
か
ら（
注
１
）、当
該
地
域
と
の
関
連
を
う

か
が
わ
せ
る
。た
だ
し
、円
筒
・
形
象
埴
輪
の
作
風
や
鹿
、文
様
の
描

き
方
は
両
古
墳
で
全
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、工
人
の
移
動
で
は
な

く
埴
輪
製
作
の
際
の
儀
礼
・
習
俗
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面
の
レ
ベ
ル
に

と
ど
ま
る
伝
播
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
関
東
地
方
の
埴
輪
の
鹿
の
絵
画
例
は
５
世
紀
半
ば
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
。府
中
愛
宕
山
古
墳
は
須
恵
質
の
埴
輪
片
の
存
在
か
ら
窖
窯
導

入
後
の
時
期
と
考
え
ら
れ
、新
し
い
技
術
と
と
も
に
動
物
を
描
く
習

俗
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、こ
う
し
た
埴
輪
の
絵
画
は
、５
世
紀

後
半
の
時
期
の
な
か
で
高
浜
入
り
周
辺
に
複
数
回
に
わ
た
っ
て
埴
輪

製
作
の
影
響
の
波
が
到
達
し
て
い
た
証
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、資
料
の
実
見
・
写
真
の
提
供
に
つ
い
て

石
岡
市
教
育
委
員
会
な
ら
び
に
谷
仲
俊
雄
氏
に
ご
高
配
を
賜
っ

た
。記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

主
要
参
考・引
用
文
献

小
泉
玲
子
２
０
１
３「
埴
輪
の
動
物
線
刻
に
つ
い
て
」『
昭
和
女

子
大
学
文
化
史
研
究
』第
16
号
　
昭
和
女
子
大
学
文
化
史
学
会

／
国
士
舘
大
学
考
古
学
研
究
室
編
２
０
０
６『
富
士
見
塚
古
墳

群
』　
茨
城
県
か
す
み
が
う
ら
市
教
育
委
員
会
／
ナ
ワ
ビ
矢
麻
編

２
０
２
３『
特
別
史
跡
埼
玉
古
墳
群
二
子
山
古
墳
発
掘
調
査
報

告
書
』　
埼
玉
県
教
育
委
員
会
／
春
成
秀
爾
１
９
９
９「
埴
輪
の

絵
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』第
80
集
　
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
／
諸
星
政
得
ほ
か
編
１
９
８
０『
府
中
愛
宕
山
古
墳

周
濠
発
掘
調
査
報
告
』　
石
岡
市
教
育
委
員
会
／
谷
仲
俊
雄
編

２
０
１
６『
市
内
遺
跡
調
査
報
告
書
』第
11
集
　
石
岡
市
教
育
委

員
会
／
谷
仲
俊
雄
２
０
２
０「
舟
塚
山
古
墳
と
常
陸
南
部
の
中
期

古
墳
」『
古
代
文
化
』第
72
巻
第
２
号
　
古
代
学
協
会
／
山
中
章 

編
１
９
８
６『
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』第
18
集
　
向

日
市
教
育
委
員
会

３．埴輪の線刻絵画例（縮尺不同）
　 ①府中愛宕山古墳（写真からトレース）
　 ②富士見塚1号墳（国士舘大学編2006を再トレース）
　 ③大極殿古墳（山中編1986を再トレース）

１．府中愛宕山古墳の墳丘平面図
　 （谷仲編2016より転載）

２．府中愛宕山古墳の線刻絵画をもつ埴輪
　 （石岡市教育委員会提供）

①

③ ②

あ
な

あ
な



伝
宮
崎
県
百
塚
原
出
土
環
頭
大
刀
と

装
飾
付
大
刀
の
変
容

竹
内

　理
来

・大阪府立近つ飛鳥博物館編1996  『平成8年度秋季特別
展　金の大刀と銀の大刀─古墳・飛鳥の貴人と階層─』
大阪府立近つ飛鳥博物館

・木更津市郷土博物館金のすず2021 『金鈴塚古墳出土品
ガイドブック　煌めく金鈴塚』木更津市郷土博物館金のすず

・古代歴史文化協議会編2022 『刀剣─武器から読み解く
古代社会─』ハーベスト出版

・島根県教育庁古代文化センターほか編集2005  『島根県
古代文化センター調査研究報告書31　装飾付大刀と後
期古墳─出雲・上野・東海地域の比較研究』島根県教育庁
古代文化センターほか

墳
時
代
の
大
刀
の
な
か
に
は
柄
頭
に
多
様
な
装
飾
を
持
つ

も
の
、
柄
や
鞘
が
金
色
に
光
り
輝
く
も
の
が
存
在
す
る
。

外
装
に
装
飾
を
持
つ
こ
れ
ら
の
大
刀
を
「
装
飾
付
大
刀
」
と
い
う
。

今
回
は
、
当
館
の
収
蔵
品
を
通
し
て
装
飾
付
大
刀
の
変
容
に
つ
い
て

紹
介
す
る
。

　
写
真
1
、
２
は
当
館
所
蔵
の
伝
宮
崎
県
百
塚
原
出
土
環
頭
大
刀

の
柄
頭
（
A
ー
84
）
と
鞘
（
A
ー
1
3
4
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

別
個
体
で
あ
り
、
購
入
時
期
も
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
同
一
古
墳

の
出
土
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
環
頭
大
刀
は
装
飾
付
大
刀
の
一
種

で
、
植
物
や
想
像
上
の
動
物
が
表
現
さ
れ
た
環
状
の
飾
り
（
環
頭
）

を
柄
頭
に
持
つ
。
大
陸
や
朝
鮮
半
島
に
起
源
を
持
つ
大
刀
で
あ
り
、

日
本
列
島
に
は
古
墳
時
代
中
期
後
半
、
主
に
朝
鮮
半
島
か
ら
本
格

的
に
流
入
し
た
。
6
世
紀
に
は
列
島
内
で
も
生
産
が
始
ま
り
、
意
匠

を
変
え
な
が
ら
7
世
紀
半
ば
ま
で
作
ら
れ
る
。

　
A
ー
84
の
環
状
部
は
縦
4
c
m
、
横
6
c
m
で
、
鍍
金
が
一
部
残
っ

て
い
る
。
環
に
は
龍
文

と
呼
ば
れ
る
文
様
、

環
の
内
部
に
は
1
体

の
鳳
凰
が
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
て
お
り
、
こ
う
し
た

環
頭
は
単
鳳
環
頭
と

呼
ば
れ
る
。
本
例
は

龍
文
と
鳳
凰
の
表
現

の
退
化
具
合
か
ら
、

環
頭
大
刀
の
国
産
化

か
ら
更
に
時
代
が
下
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
種
の
環
頭
は
国
産
化
開
始
時
に

盛
ん
に
作
ら
れ
た
が
、
6
世
紀
末
ご
ろ
に
は

2
体
の
龍
を
表
現
し
た
双
龍
環
頭
に
取
っ
て

代
わ
ら
れ
た
。

　
A
ー
1
3
4
※1

の
鞘
は
鞘
口
か
ら
鞘
尻

（
先
端
を
欠
く
）が
残
存
し
、長
さ
71
c
m
、最

大
幅
3
・
5
c
m
で
あ
る
。
全
体
が
金
銅
製

の
板
で
覆
わ
れ
、
一
部
木
質
が
残
る
。
装
飾

付
大
刀
は
6
世
紀
後
半
〜
末
に
最
盛
期
を

迎
え
、
多
種
多
様
な
外
装
を
持
つ
大
刀
が

生
産
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
6
世
紀
末
か

ら
7
世
紀
に
か
け
て
装
飾
付
大
刀
の
装
具

は
斉
一
化
さ
れ
る
。
本
例
に
は
周
囲
に
列
点

を
め
ぐ
ら
せ
た
2
列
の
円
形
浮
文
※2

が
刻
ま

れ
た
飾
板
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

の
形
式
は
装
具
の
斉
一
化
以
降
に
生
産
さ
れ

た
大
刀
に
多
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
古
段

階
の
環
頭
大
刀
の
鞘
尻
は
平
坦
で
、
先
端

に
蟹
目
釘
※3

と
い
う
部
品
が
付
く
場
合
が

多
い
こ
と
か
ら
、
従
来
は
杖
の
よ
う
に
立
て

て
持
つ
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本

例
は
2
つ
の
足
金
物
※4

を
持
つ
た
め
、
後
出

す
る
腰
に
吊
る
す
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。

　
環
頭
大
刀
を
含
め
、
装
飾
付
大
刀
は
軍

事
権
や
ヤ
マ
ト
王
権
に
お
け
る
社
会
的
地

位
な
ど
の
象
徴
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
み

ら
れ
て
い
る
。
古
墳
時
代
後
期
に
栄
え
た
装
飾
付
大
刀
だ
が
、
7
世

紀
の
半
ば
に
は
生
産
が
絶
え
、
装
飾
性
の
低
い
方
頭
大
刀
※5

へ
置
き

換
わ
る
。
こ
れ
は
装
飾
付
大
刀
の
生
産
を
主
導
し
て
い
た
氏
族
の
滅

亡
や
、
冠
位
十
二
階
を
は
じ
め
と
し
た
新
た
な
冠
位
・
位
階
制
度
の

制
定
に
よ
り
国
内
に
お
け
る
身
分
を
大
刀
で
示
す
時
代
が
終
わ
っ
た

こ
と
な
ど
が
理
由
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
今
回
紹
介
し
た
環
頭
大
刀
を
は
じ
め
、
装
飾
付
大
刀
は
そ
れ
ぞ
れ

に
煌
び
や
か
な
外
装
を
持
つ
。
こ
れ
ら
の
外
装
は
た
だ
そ
の
豪
華
さ

で
目
を
楽
し
ま
せ
る
だ
け
で
な
く
、
古
墳
時
代
の
社
会
構
造
や
時
代

背
景
な
ど
を
我
々
に
教
え
て
く
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

小
鹿
田
焼
大
皿
大
分
県
　1
9
8
9
年
収
集

戸
部

　瑛
理

分
県
日
田
市
の
小
鹿
田
皿
山
地
区
で
は
、
現
在
も
9
軒
の

窯
元
が
小
鹿
田
焼
の
生
産
を
続
け
る
。
小
鹿
田
焼
は

1
7
0
5
年
に
福
岡
県
小
石
原
焼
の
陶
工
が
小
鹿
田
窯
を
開
い
た
と

の
伝
承
が
残
存
す
る
が
、
小
石
原
焼
は
文
禄
・
慶
長
の
役
の
結
果
、

朝
鮮
か
ら
移
入
さ
れ
た
技
術
を
引
き
継
ぐ
高
取
焼
を
礎
に
発
展

し
た
。
そ
の
た
め
、
来
歴
を
遡
る
と
朝
鮮
半
島
由
来
の
陶
法
に

帰
着
す
る
。

　
昭
和
初
期
に
民
藝
運
動
を
牽
引
し
た
柳
宗
悦
は
『
日
田
の
皿
山
』

（
1
9
3
1
）
を
著
し
、
1
9
2
7
年
の
小
鹿
田
焼
の
里
行
き
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
、
朝
鮮
由
来
の
生
産
方
法
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
に
対

す
る
驚
き
と
と
も
に
詳
述
し
て
い
る
。
彼
や
民
藝
運
動
は
大
き
な
影

響
力
を
持
ち
、
小
鹿
田
焼
が
1
9
7
0
年
に
国
か
ら
「
記
録
作
成

等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
文
化
財
」
に
選
択
さ
れ
る
流
れ
を
生
み

出
し
た
。
ま
た
、
1
9
9
5
年
に
は
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。

館
は
小
鹿
田
焼
の
大
皿
①
と
②
を
収
蔵
し
て
い
る
。①
は

細
か
な
線
の
よ
う
な
模
様
が
並
ぶ
「
飛
び
鉋
」、②
は
放
射

線
状
に
濃
淡
が
浮
き
上
が
る
「
打
ち
刷
毛
目
」
が
目
立
つ
が
、
い
ず

れ
も
蹴
轆
轤
の
回
転
を
利
用
す
る
連
続
模
様
で
、
素
地
に
化
粧
土
と

呼
ば
れ
る
白
土
を
塗
布
し
て
か
ら
施
す
。
こ
れ
ら
の
装
飾
技
法
は
、

小
鹿
田
焼
「
ら
し
さ
」
を
表
す
象
徴
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
飛
び
鉋
は
大
正
末
期
に
開
発
さ
れ
、
技
法
と
し
て
や
や
新
し
い
。

蹴
轆
轤
を
蹴
り
回
転
さ
せ
な
が
ら
、
陶
工
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
薄
い
鉋
を

素
地
の
表
面
で
上
下
さ
せ
模
様
を
つ
け
る
。 

①
の
飛
び
鉋
は
、
化
粧

土
が
た
っ
ぷ
り
と
塗
ら
れ
た
皿
に
渦
状
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
打
ち
刷
毛
目
は
化
粧
土
が
固
ま
ら
な
い
う
ち
に
、
表
具
用
の
幅
広

の
刷
毛
を
轆
轤
の
回
転
方
向
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
押
し
当
て
模
様
を

打
つ
。
焼
成
と
と
も
に
、
刷
毛
目
は
化
粧
土
と
素
地
の
濃
淡
に
よ
る

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
変
化
す
る
。 

②
は
放
射
線
状
に
刷
毛
目
が
並

び
、
花
び
ら
を
思
わ
せ
る
優
雅
な
文
様
と
し
て
皿
を
彩
っ
て
い
る
。

大

当

古

〈
参
考
文
献
〉

・大分市歴史資料館編1990　『大分のやきもの』大分市歴史資
料館

・長田明彦、中川千年、貞包博幸監修1998　『小鹿田焼ーすこ
やかな民陶の美』芸艸堂

・美和弥之助文、船木顕司写真1975　『カラー日本のやきもの5
上野 小石原 高取 小鹿田』淡交社

・柳宗悦1931　『日田の皿山』青空文庫、https://www.aozora.
gr.jp/cards/001520/files/56748_66533.html（最終アク
セス：2024年1月19日）

〈
主
要
参
考
文
献
〉

写真１ 伝宮崎県百塚原出土 単鳳環頭（部分）

①　飛び鉋

②　打ち刷毛目

写真2　伝宮崎県百塚原出土 環頭大刀の鞘

※1  鞘のほか、柄元・柄間・鍔・鎺も残存しており、常設展示室で
　　 展示している。
※2  2列半球形打ち出し文。
※3  大刀を杖のように立てた際に鞘尻を保護するための部品。
※4  大刀を腰に吊るための紐を通す金具。
※5  柄頭の側面観が四角形を呈する大刀。

註

来 

歴

唐 

臼

装
飾
技
法

鹿
田
焼
の
独
自
性
は
、
水
車
を
用
い
た
原
土
の
粉

砕
装
置
―
鹿
威
し
に
似
た
小
屋
型
の
「
唐
臼
」

に
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
唐
臼
の
シ
ー
ソ
ー
の
片

側
に
あ
る
水
舟
に
水
が
溜
ま
る
と
反
対
側
に
あ
る
杵
が
跳
ね

上
が
り
、
水
が
こ
ぼ
れ
る
と
杵
が
土
の
入
っ
た
臼
に
振
り
下

ろ
さ
れ
る
。
粉
砕
し
た
土
を
水
簸
し
、
沈
ん
だ
砂
粒
と
浮
い

た
塵
を
除
い
た
部
分
を
引
き
上
げ
、
乾
燥
さ
せ
る
と
陶
土
が

完
成
す
る
。
全
国
の
多
く
の
窯
元
が
陶
土
の
精
製
工
程
に
機

械
を
導
入
す
る
な
か
、
小
鹿
田
の
窯
元
は
字
義
通
り
手
間
を

か
け
て
土
を
つ
く
り
続
け
て
い
る
。

小◾工芸技術記録映画「小鹿田焼」
　（文化遺産オンライン）

　打ち刷毛目（4分48秒ごろ）
　飛び鉋（5分36秒ごろ）
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月～金　10:00～16:30　土　10:00～12:30
※日曜日・祝日・大学が定める休日および夏季・冬季休業日は閉室
※販売品・価格は変更する場合があります

サイズはS・M・L・
XL・XXL の５種類!

〒101-8301　東京都千代田区神田駿河台1-1　アカデミーコモン地階
【TEL】03-3296-4448　【HP】https://www.meiji.ac.jp/museum/
2024年3月22日発行　【印刷】株式会社サンヨー　【第82号製作スタッフ】忽那敬三・南雲茜・矢口結菜

何
が
出
る
か
お
楽
し
み

※写真はイメージです

ア
ク
リ
ル
ス
タ
ン
ド（
ラ
ン
ダ
ム
全
４
種
）￥500（税込）

玉
里
舟
塚
古
墳
Ｔ
シ
ャ
ツ

こ
っ
そ
り
古
墳
ア
ピ
ー
ル
が
で
き
る

￥1,300（税込）

新商品、続々登場！

平日　10:00～17:00（入館は16:30まで）
土曜　10:00～16:00（入館は15:30まで）

平日　10:00～16:30
土曜　10:00～16:00

日曜・祝日・8月1日～ 9月19日の土曜
夏季休業（2024年8月10日～16日）　
冬季休業（2024年12月25日～2025年1月7日）
大学の定める祝日（11月1日・1月17日）

無料

82

822024年

●図書室はどなたでもご利用いただけます。
●ご利用は蔵書の閲覧・コピーのみとなります。 おうちミュージアム


